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1．はじめに

島根県大田市五十猛町猛鬼海岸（図 1）には，大森層
の安山岩質火山角礫岩と混在岩，砂岩，安山岩質溶岩
が分布する．このうち，混在岩の基質からはキサンゴ
類化石が多産するとともに，混在岩中の砂質シルト岩
ブロックからはGlobigerina praebulloidesとGlobigerina 
angustiumbilicataを主体とする浮遊性有孔虫化石，およ
びヤスリツノガイ（Fissidentalium yokoyamai）を主体
とする軟体動物化石が産出している（林ほか，2015）．
これらの化石に基づき，12 Ma前後の浮遊性有孔虫年
代と，外部浅海帯以深の古水深が推定された．しかし，
この浮遊性有孔虫年代は東北地方における浮遊性有孔
虫指標種の産出年代から求められたものであり，島根
県とは水塊が異なる可能性があることから，その適用
には注意を要する．また，堆積年代および堆積環境を
推定するうえでは，可能な限り複数の化石グループを
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検討し，総合的に考察することが望ましい．
本研究では，猛鬼海岸の混在岩に含まれる軟体動物
化石および石灰質ナンノ化石を検討した．なお，キサ
ンゴ類化石については共同研究者らによる検討が別途
進行中のため，本論文では触れないこととする．

2．材料および方法

本研究で対象とした露頭は，林ほか（2015）が浮遊
性有孔虫化石を報告した露頭と同一（北緯 35度 10分
40.1秒，東経 132度 24分 59.7秒，世界測地系）であ
る．露頭周辺の地質に関しては林ほか（2015）で詳述
されているため，ここでの記述は省略する．本露頭の
混在岩は，基質支持で淘汰が悪く，最大径約 4 mに達
するシルト岩および頁岩の不定形ブロック，および最
大径 20 cm前後の安山岩角礫や軽石塊を含む．基質は
淘汰の悪い礫質シルト岩で，軽石やマッドクラスト，
安山岩片を大量に含む．また，数 cm大のキサンゴ類
化石や貝化石片を産出する（図 2）．この混在岩の成因
は，海底火山の活動に伴う海底地すべりの可能性が高
いと考えられる（林ほか，2015）．
大型化石は，露頭表面からツルハシおよびピックハ
ンマーを使って母岩ごと割り出した．その際，産出頻
度が圧倒的に卓越するキサンゴ類やツノガイ類につい
ては代表的な個体の採集にとどめ，それ以外の種をな
るべく網羅的に採集するように努めた．採集した化石
は，研究室で鋭利なニードルやクラフトナイフを用い
て岩片を慎重に除去し，クリーニングを行った．母岩
から化石を取り出し難いものについては，母岩から化
石の殻をニードルにより慎重に除去したうえで，母岩
上の印象からシリコン樹脂によりレプリカを作成した．
写真撮影にあたっては，塩化アンモニウムによるホワ
イトニングを適宜行った．
石灰質ナンノ化石は，浮遊性有孔虫を分析したもの
と同一試料の砂質シルト岩ブロックの試料，およびサ
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図 1　 猛鬼海岸の位置図．国土地理院による地理院地図を
使用した．
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図 2　猛鬼海岸の大森層混在岩における化石の産状写真．
左：キサンゴ類，右：アラカワニシキの破片

ンゴ化石を含む基質の礫質シルト岩試料の 2試料を検
討した．まず岩片を 2つに割り，その新鮮な割れ目を
カッターで削ることにより，18 mm四方のカバーグラ
ス上に試料の粉末を少量散布した．次に蒸留水を滴下
し，爪楊枝でカバーグラス上に懸濁試料を均一に広げ，
ホットプレート上で乾燥させた．乾燥後，紫外線硬化
樹脂で封入して，検鏡用のスミアスライドを作成した．
作成したスライドは，位相差装置付きの生物顕微鏡で
検鏡し，スライド全面から年代指標種を探索して記録
した．

3．結果

軟体動物化石は，腹足類 6属 8種，二枚貝類 4属 4
種，掘足類 1属 1種，計 13種が産出した（表 1，図
3）．得られた化石は島根大学総合博物館に所蔵した．
化石の殻は残っているものの，破損・変形している個
体が多く，保存状態はあまり良好ではない．特に，イ
タヤガイ科の化石（表 1の 9, 13；図 3の 9, 10）はす
べて破片として産出した．化石は主に混在岩の基質中
に，礫や軽石などとともに雑然と含まれており，その
配列に方向性等は認められない．一方で，砂質シルト
岩ブロックからは，大型の巻貝であるシンジヒタチオ
ビのほか，ヤスリツノガイが散点的に産出した．産出
頻度はヤスリツノガイが最も高く，基質および砂質シ
ルト岩ブロックの両方に含まれており，軟体動物化石
の総個体数の過半数を占める．次いで，アラカワニシ
キの破片が多数見られた．他の軟体動物種は 1～3個
体程度の産出に留まり，いずれも破片もしくは小型個
体であった．
石灰質ナンノ化石は 2試料で 7属 9種が認められた

（表 2）．化石の保存は，どちらの試料においても中程

度である．産出頻度は，砂質シルト岩ブロックの試料
で中程度だが，基質の試料では相対的に低く，4属 4
種の産出に留まった．

4．考察

産出した 13種の軟体動物化石について，坂之上
（1998）や野村ほか（2000）によるレビュー，および
島根大学所蔵標本に基づいて過去の産出報告と比較し
たところ，うち 9種は大森層もしくは布志名層からの
産出が既に知られている種であった（表 1）．したがっ
て，本研究地点の化石動物群を松江～出雲地域の大森
層や布志名層に対比することに矛盾は無い．一方で，4
種については大森層からも布志名層からもこれまでに
産出報告が無く，今回が初めての産出となる．以下で
は，そのうちの 3種について所見を述べる．
本研究で得られたタカラガイ類（図 3の 3a-c）は，
能登半島の下部中新統東印内層から記載されたオオヒ
ロダカラ Cypraea ohiroi Masudaや，宮城県仙台地域
の中部中新統下部茂庭層から記載されたマスダダカラ
Cypraea masudai Hatai et Nishiyamaと，形態的に類似す
る．特に，細かい内唇歯および外唇歯が明瞭に認めら
れる点は，オオヒロダカラと酷似する．しかし，本標
本では破損によって前溝部を欠くために，これ以上の
分類学的検討は困難である．
ウラウズカニモリガイ類は 2個体が産出し（図 3の

7, 8），岡本ほか（1990）が庄原地域の備北層群上部頁
岩層から報告した Orectospira cf. shikoensis (Yokoyama) 
と形態的に類似する．また，現生種ウラウズカニモ
リガイ Trochocerithium shikoensis (Yokoyama)とも類似
する．しかし，本研究で得られた標本はいずれも変
形・一部破損しており，また小型個体であることか

12



表1　猛鬼海岸の大森層混在岩から産出した軟体動物化石

ら，種レベルの分類同定は保留する．今後，さらなる
追加標本による検討が望まれる．
リュウキュウツノマタ類とした個体（図 3の 6）は，

Iwasaki (1970)が福島県棚倉地域の上部中新統久保田
層から報告した Latirus sp.に類似する．なお，末広
（1979）が布志名層から報告した Trophonopsis cfr. xesta 
(Dall) （=のちの研究によるBoreotrophon xesta (Dall)）や
坂之上（1998）が布志名層から報告した Boreotrophon 
cf. elegantula (Dall)にもやや似ているが，本研究によ
る個体は細かい螺肋が発達している点が，それらと異
なっている．
松江～出雲地域の大森層～布志名層についてはこれ
までに多数の古生物学的研究が行われてきたが，本研究
で認められたようなヤスリツノガイが圧倒的に優占する
ような群集については報告が無い．岡本ほか（1990）は
広島県庄原市の備北層群上部頁岩層から Fissidentalium
―Orectospira群集を認め，その特徴について，ヤスリ
ツノガイが多産し，ウラウズカニモリガイに比較される
種を普通に伴うとしている．また，その堆積環境を水深
100～200 mの外洋水域と推定した．本研究地点でもヤ
スリツノガイが多産し，ウラウズカニモリガイ類を伴う
こと，また，他に産出するヤツカバイやシンジヒタチオ
ビ等についても，近縁の現生種との比較からやや深い
生息深度をもつと考えられることから（坂之上，1998；
小笠原・増田，1989），やはり 100～200 m程度の古水
深が示唆される．これまで大森層や布志名層からは報告
の無かったウラウズカニモリガイ類が今回産出したの
は，本研究地点が松江～出雲地域よりも相対的に外洋

環境で，古水深も深かったためと考えられる．一方で，
浅海の岩礁域に生息するとされるリュウキュウツノマ
タ類やタカラガイ類，アラカワニシキ等は，混在岩を
もたらした海底地すべりによって，隣接する浅海域か
らもたらされたものと考えられる．以上の古水深の解
釈は，林ほか（2015）による有孔虫の P/T比からの推
定と矛盾しない． 
石灰質ナンノ化石では，年代指標種として

Cyclicargolithus floridanus (Roth et Hay), Discoaster 
deflandrei Bramlette et Riedel, Sphenolithus heteromorphus 

表 2　 猛鬼海岸の大森層混在岩から産出した石灰質ナンノ
化石
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Deflandreが産出した．このうち，S. heteromorphusは
生息期間が Okada and Bukry (1980)の石灰質ナンノ化
石帯 CN3帯～ CN4帯に限られる．最新の年代尺度
GMT2020に基づくと，この年代は 17.65～13.60 Maで
ある（Raffi et al., 2020）．この年代は，先行研究による
大森層の年代と矛盾しない．一方，林ほか（2015）は本
露頭から Globorotalia rikuchuensis Takayanagi et Odaお
よび Neogloboquadrina pseudopachyderma (Cita, Premoli-
Silva et Rossi)を含む浮遊性有孔虫群集を報告し，岩手
県一関地域に分布する中新統上黒沢層の群集との比較
から，12 Ma前後の年代を推定した．この有孔虫年代
は，本研究による石灰質ナンノ化石年代よりも 1 Ma
以上若い．ただし，彼らは N. pseudopachyderma と G. 
rikuchuensis が西南日本からの最初の報告であることか
ら，東北日本の生層準年代をそのまま本研究地域に当
てはめることができるかどうかについて「議論の余地
を残している」としている．本研究では，より国際的
な層序対比に広く用いられている S. heteromorphusの方
が対比の信頼性が高いと考え，浮遊性有孔虫年代につ
いては異時性の可能性があるものと考える．大森層お
よび布志名層における浮遊性有孔虫の検討例はまだ乏
しいことから，今後，相対的に外洋水の影響が強いと
考えられる出雲市西部～大田地域で，浮遊性有孔虫化
石の研究が進むことが切望される．

5．まとめ

島根県大田市五十猛町の猛鬼海岸に露出する大森層
の混在岩より，腹足類 6属 8種，二枚貝類 4属 4種，
掘足類 1属 1種，計 13種の軟体動物化石が産出した．
これらの種のうち 9種は，これまでに大森層や布志名
層から報告されてきた種と同一である．一方，4種に
ついては新たな産出である．群集はヤスリツノガイが
圧倒的に優勢で，それ以外の種の産出はきわめて僅か
であるという，際立った特徴を有する．このような特
徴の群集は，松江～出雲地域の大森層や布志名層から
は知られていない．これは本研究地域の堆積環境が松
江～出雲地域よりも相対的に深くて（水深 100～200 m
程度）外洋水の影響を強く受けていたことによると考
えられる．
この混在岩のシルト岩ブロックおよび基質から，7
属 9種の石灰質ナンノ化石が得られた．年代指標種
Sphenolithus heteromorphusの産出により，この混在岩
および基質はOkada and Bukry (1980)の石灰質ナンノ化
石帯 CN3帯～ CN4帯（17.65～13.60 Ma）に対比され

る．この地質年代は，混在岩中のシルト岩ブロックか
ら得られた浮遊性有孔虫群集に基づく推定（12 Ma前
後）よりも有意に古い．本研究では，より国際的な層
序対比に広く用いられている S. heteromorphusの方が対
比の信頼性が高いと考え，浮遊性有孔虫年代について
は異時性の可能性があるものと考える．
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